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１．研究計画の概要 

 本研究は、研究開発型の新規開業企業を主
な対象として、その存続・成長・イノベーシ
ョン等の要因を、研究開発・技術連携等への
取り組みと関連づけて、定量的分析と定性的
分析を組み合わせて明らかにする。製造業と
ソフトウェア業における 2007 年以降の新規
開業企業（新設法人）の追跡調査を３回行っ
てパネルデータを構築し、計量分析を行うと
ともに、事例調査によってアンケート調査の
結果を補完する。また、政府統計の匿名個票
データを入手して、新規開業についての統計
的分析を行い、アンケート調査と事例調査に
基づく分析を補完する。 

 

２．研究の進捗状況 

 新規開業アンケート調査は 2008 年度に
15,000 社以上の新設法人を対象に開始され、
2010 年度までに３回の継続調査を実施し、
約750社を対象とする３年分のパネルデータ
セットを構築した。これまでに、主に第１回
調査のデータを用いていくつかの論文が執
筆され、その一部は既に海外の査読制学術誌
に受理されている（下記雑誌論文①）。また、
調査回答企業数社に対して訪問調査を実施
し、その結果を継続アンケート調査の設計に
反映させた。 

 2009 年度に総務省「就業構造基本調査」
の３期分、延べ約 240 万人分の匿名ミクロデ
ータを入手し、データの整理・集計・分析を
進め、それに基づいて、自営業への移行と開
業後の所得水準等について３つの論文を執
筆中である。 

 2009 年度以降、国内の知的クラスター数
カ所（北海道、九州、関西）を訪問し、参加

企業やクラスター事務局（関西のみ）を対象
に、研究開発活動と産学官連携、政策利用等
について実態調査を行った。2010 年度末に
はドイツとフランスのバイオクラスター３
箇所を訪問し、クラスターの運営と政策利用
等について比較調査を行った。 

 さらに、2008 年度末に経済産業省「産業
クラスター計画」参加企業を対象にするアン
ケート調査を実施した。その分析結果に基づ
く論文は、既に海外の査読制学術誌に受理さ
れている（下記雑誌論文②）。 

 また、これまでの研究成果を積極的に国際
学会で報告し、オランダ、ベルギー、イタリ
ア、韓国等から関連分野の優れた若手研究者
を招聘して、国際的な研究のネットワークを
形成している。 

 

３．現在までの達成度 

①当初の計画以上に進展している。 

（理由） 

 新規開業企業への継続アンケート調査は
予定通り終了し、調査データに基づく研究成
果も順調に現れている。最初の成果論文は関
連分野のトップジャーナルに受理された。新
規開業企業に対する訪問調査、クラスター参
加企業への訪問調査も予定通り進展し、ドイ
ツ・フランスのバイオクラスターを対象とす
る国際比較調査も行われた。政府統計の匿名
個票データを予定通り入手し、その整理と分
析を終えて、論文作成を進めている。以上は
ほぼ当初の予定通りの進捗である。 

 加えて、本プロジェクトでは経済産業省
「産業クラスター計画」への参加企業を対象
とするアンケート調査を実施し、分析結果に
基づく論文を関連分野のトップジャーナル
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に載せることができた。この調査と分析を補
完する、国内・海外のクラスター調査もいく
つかの興味深い結果を示している。このよう
に、産業クラスター・知的クラスターとイノ
ベーションに関する研究を大いに進めるこ
とができたため、現在までの達成度を「当初
の計画以上に進展している」と評価する。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 最終年度には、継続アンケート調査によっ
て構築されたパネルデータセットを用いて、
新規開業企業の存続と成長、イノベーション
等について計量分析を進めるとともに、追加
的・追跡的な事例調査を行い、成果論文を取
りまとめる。また、本研究のデータセットを
（株）帝国データバンクや（株）東京商工リ
サーチの企業情報とマッチングし、さらに文
部科学省科学技術政策研究所の「全国イノベ
ーション実態調査」の個票データとマッチン
グして、取引関係の発展やイノベーションに
関するより高度な分析を行う。また、匿名ミ
クロデータに基づく論文を完成させる。さら
に企業の事例調査を進めてアンケート調査
結果を補完する知見を得るとともに、欧州ク
ラスター調査などの結果に基づいて、クラス
ターの運営や政策の効果等について定性的
な比較分析を行う。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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